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坂本慎一 「渋沢栄一 『論語講義』の儒学的分析 －晩年渋沢の儒学思想と朱子学 ・陽明学 ・徂徠学 ・水戸学
との比較－」（『経済学雑誌』100 号（2） 大阪市立大 1999 年 9 月）、太田哲男「渋沢栄一の倫理思想」
（『桜美林論考』人文研究（7） 桜美林大学 2016 年 3 月）など、渋沢の思想内容について明らかにしよ
うと試みている先行研究では、やはり渋沢の『論語』に関する資料が用いられている。 
『論語』に言及することの多かった渋沢の 『論語』論のうち、まとまった形のものとしては先に挙げた 『論




































めた研究は、笹倉氏がその後 「渋沢栄一 『論語講義』原稿剳記 （1）論語総説」（『言語文化』49 号 2012 年











な表現を行儀良く改めているように見受けられる」（前述 「渋沢栄一 『論語講義』原稿剳記 （2）学而第一 1
～10 章」p.104）としている。このように渋沢が訂正しているからといって、それが尾立の起稿部分とは限
らないのであるが、その一方で自らの論語説である『実験論語処世談』を訂正しなければならない理由が、
語調以外に渋沢にあるとするならば、その解明も必要となるだろう。 
最後に尾立維孝の人物と思想哲学の解明の必要がある。渋沢が尾立の起稿に訂正を入れる場合、考えられ
るのは、尾立が作り上げた論語説を含む渋沢像と、渋沢自身が持っている思想信条とが相違した場合である。
つまり尾立が渋沢であったらこのように述べるであろうと想像して記述したが、渋沢本人はそのようには記
述しないと判断した場合であるが、一方で、尾立本人の思想信条と渋沢の思想信条とが相違したための訂正
の場合も考えられる。その場合、尾立の思想を明らかにすることが、それと相違した渋沢の思想をより明ら
かにすることになると考えられる。 
以上の研究手順に従い、『論語講義』の訂正部分を通して、渋沢栄一の思想哲学を明らかにしていきたい
と考える。 
